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事務局 橋胤真奈美

5歳でデュシェンヌ型筋ジストロフィーと診断され、8歳で入院

を余儀なくされた古込和宏さんと私たちが出逢ったのは、2016年

10月 でした。長年療養してきた病院を退院し、地域で暮らすとい

う決断は、彼にとつて相当な覚悟であったはずです。

はじめてもらつた彼からのメールは今でも頭にこびりついていま

す。「何よりも私は自分の幸福追求のために地域の中で生きたいと

思います。やりたいことや希望がたくさんあり、病院でできなかっ

たこと、趣味の活動、外出や外泊もしたい。障害を持つ仲間を募

り、他の都道府県にはある重度障害者の支援に対応できるCIL
(障害者自立支援センター)を 立ち上げ、自立のお手伝いをしたい。

地域移行した結果として、私だけではなく、長年、時間と労力を惜

しまず尽くしてくれた両親や家族にも自分のためだけに生きてほし

いです。そして私は、多くの重度の難病患者に対する地域社会の理

解が広がることを望みます」。

こんな熱いラブレターを送ってきた彼を、何とかみんなで応援し

たいと思つて立ちあがったのが「地域で暮らすためにみんなで考え

る会 (2016年 10月 20日 発足、ネーミングは本人)」 です。

古込 さんは 2年以上もの時間を

かけて数々の夢を実現 させてきま

した。でも、まだ実現できていな

いことも山ほどあります。本人は

もちろん、古込さんとともに歩ん

できたメンバーの思いを11回 にわ

たり紹介します。
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試験外出で金沢市内のお寺を訪れた


